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５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
、
２
類
感
染

症
か
ら
５
類
感
染
症
に
変
更
と
な
っ
た
。
感
染
力
、
感

染
に
よ
る
死
亡
率
、
重
度
の
後
遺
症
を
も
た
ら
す
割
合

等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
１
～
５
類
に
分
類
し
た
感
染

症
法
に
則
っ
て
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
観
点
に
立
っ

て
行
政
は
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
病
原
性
が
不
明
な
感

染
初
期
と
比
較
し
て
、
病
原
性
が
判
明
し
た
現
在
で
は
、

感
染
者
の
全
数
把
握
が
全
例
届
け
出
か
ら
、
様
式
を
簡

素
化
す
る
と
共
に
、
届
け
出
は
４
類
型
に
限
定
、
疫
学

調
査
・
入
院
措
置
は
全
例
実
施
か
ら
、
高
齢
者
に
限
定

へ
、
患
者
・
濃
厚
接
触
者
の
行
動
制
限
は
最
大
14
日
間

か
ら
、
患
者
は
最
大
７
日
間
、
濃
厚
接
触
者
は
最
大
５

日
間
に
短
縮
化
を
図
り
、
在
宅
療
養
者
へ
の
対
処
は
保

健
所
か
ら
の
直
接
連
絡
か
ら
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

対
象
者
に
重
点
化
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
図
る
。
水
際

措
置
は
入
国
時
検
査
、
施
設
隔
離
の
施
行
か
ら
、
緩
和

措
置
を
講
じ
る
。
以
上
の
よ
う
に
感
染
症
法
上
の
措
置

が
弱
毒
化
し
た
変
異
株
に
対
応
し
て
徐
々
に
緩
和
の
方

向
に
進
め
て
き
た
。
５
類
感
染
症
へ
の
変
更
も
そ
の
一

環
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

５
類
感
染
症
に
変
更
す
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

濃
厚
接
触
者
、
無
症
状
か
軽
症
の
感
染
者
は
自
宅
療

養
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
一
般
の

人
々
と
同
様
な
社
会
活
動
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
濃
厚
接
触
者
や
感
染
者
が

増
加
し
、
感
染
が
広
が
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
否

定
で
き
な
い
。
い
や
否
定
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
、
本

年
４
月
に
４
年
ぶ
り
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
24
回

医
学
会
総
会
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
に
関
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
Ｗ
所
長
が
第

９
波
は
必
ず
来
る
し
、
そ
れ
は
第
８
波
以
上
の
も
の

に
な
り
得
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
の
講
演

を
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
５
類
感
染
症
へ
の

変
更
は
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

と
の
共
存

を
め
ざ
し

た
緩
和
方

向
に
大
き

く
舵
を
切
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
今
後
の
感
染
症
の

動
向
予
想
と
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

米
国
の
科
学
雑
誌
「B

u
lle

tin
 o

f th
e
 A

to
m

ic
 

S
c
ie

n
tists

」（
原
子
力
科
学
者
会
報
）
は
「
人
類
最

後
の
日
」
ま
で
の
残
り
時
間
を
示
す
《
終
末
時
計
》

を
１
９
４
７
年
に
創
設
し
、
核
戦
争
の
脅
威
に
つ
い

て
警
告
を
発
し
て
き
た
。
人
類
滅
亡
の
危
険
性
が
高

ま
れ
ば
分
針
は
進
め
ら
れ
、
逆
に
危
険
性
が
下
が
れ

ば
分
針
は
戻
さ
れ
る
。

　

１
９
８
９
年
10
月
よ
り
、
核
兵
器
の
脅
威
の
み
な

ら
ず
、
気
候
変
動
に
よ
る
環
境
破
壊
、
猛
威
を
ふ
る

う
新
興
感
染
症
な
ど
を
考
慮
し
て
針
の
動
き
が
決
定

さ
れ
て
い
る
。
創
設
時
に
は
残
り
７
分
で
あ
っ
た
が
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
の
登
場
に
よ
り
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
と
東
欧
の
民
主
化
が
進
み
、
東
西
冷
戦
が
終
結
に

向
か
い
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
崩
壊
し
た
１
９
９
１
年

に
は
、
時
計
の
針
は
今
ま
で
の
中
で
最
も
長
い
17
分

前
ま
で
戻
さ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
中
国
武
漢
か
ら

世
界
に
蔓
延
し
た
２
０
２
０
年
は
１
分
40
秒
前
ま
で
短

縮
し
た
。
２
０
２
２
年
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
詭
弁
な
ら
ぬ
虚
言
癖
を
有
す
る

指
導
者
に
よ
っ
て
、
過
去
の
世
界
に
前
例
の
な
い
危
険

な
状
態
を
引
き
起
こ
し
た
。
２
０
２
３
年
は
岸
田
総
理

が
議
長
を
務
め
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
中
心
議
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
よ
り
激
化

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
終
末
時
計
は
さ
ら
に
10
秒
進

み
、
最
も
短
い
残
り
１
分
30
秒
と
発
表
さ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
と
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
は
、
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ

と
な
く
、
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
と
い
う

共
通
の
問
題
点
が
存
在
す
る
。
人
類
は
増
加
の
一
途

を
辿
る
自
然
災
害
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
侵
略
戦
争
、

内
戦
を
は
た
し
て
克
服
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？　

あ

と
51
億
年
の
寿
命
と
言
わ
れ
て
い
る
地
球
は
歴
史
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
『
過
ち
を
二
度
と
起
こ
さ
な

い
（
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
の
一
文
）
』
新
し
い
同
伴

者
の
存
在
を
探
し
求
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

人
類
に
与
え
ら
れ
た
残
り
時
間
は
、
ま
さ
に
１
分
を

切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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